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第６節　美　　術

第１　本指導実践事例集の活用について
１　作成の基本的な考え方
　本資料は、中学校学習指導要領の趣旨を踏まえ、埼玉県中学校教育課程編成要領、同指導資料、同評価資料の趣旨及び内

容に基づき、各学校における美術科の指導計画及び学習指導と評価の一体化の充実に資するため、具体的な指導実践事例

を挙げ作成したものである。事例の内容については、各学年のバランスとＡ表現(1)(3)、Ａ表現(2)(3)及びＢ鑑賞(1)を網羅し、

中学校学習指導要領においても重視されている改善事項から六つの視点で取り上げている。

　各学校では、生徒、学校及び地域の実態に応じて、指導計画が作成されている。これに基づき〔共通事項〕を意識した学

習指導を展開し、生徒一人一人の進歩の状況や教科の目標の実現状況を的確に把握し、学習指導と評価の一層の充実のため

に本資料を参考・活用されたい。

２　取り上げた内容
　本資料では、以下の視点で事例を取り上げている。

３　活用に当たっての配慮事項
⑴　発達の段階に応じた学習のつながり

　各実践事例においては、小学校や前学年までの題材を「小学校と中学校の学習のつながり」として示し、学習の系統性

を明らかにした。

⑵　学習評価の工夫改善

　生徒一人一人が意欲的に楽しく学習するためには、生徒の思いや願いを教師が十分に理解して指導することが大切であ

る。また、指導に当たっては、育成を図る資質や能力を明らかにし、生徒一人一人が、自分の思いで活動を進めることが

できるようにし、その子らしい表現を認めるようにする必要がある。これらのことから、評価規準を明らかにし、「Ｂ評

価／おおむね満足できると判断される状況」に達しない生徒への指導の手立てを準備したり、試行錯誤・努力している「Ｂ

評価」の生徒への指導の手立てを工夫したりすることが求められる。評価補助簿やデジタルカメラ等による記録を積極的

に活用しながら、目標に準拠した評価の実施に努めたい。各実践事例においては、具体的な生徒の活動における指導と評

価について学習の段階ごとに追えるようにした。とらえたい生徒の気付きや変容、指導の視点などについては、写真や吹

き出し等で具体的に示し、活用しやすいものとした。

　今後においては、評価を指導の改善に生かすという視点を一層重視し、指導過程や評価方法を見直しながら、指導と評

価の一体化の充実を図るとともに、評価の妥当性、信頼性の確保に努めていただきたい。

　中学校学習指導要領解説美術編には、生徒一人一人がその特性を生かしながら資質や能力を十分に働かせるために、多様

な学習ができるように明記されている。先にも述べたが、生徒や学校・地域の特性・実態を抜きにして、このことの実現は

難しい。生徒が感性を働かせながら、つくり出す喜びを味わえるようにするとともに、造形的な創造活動の基礎的な能力の

育成を図ることを目指し、上記に配慮しながら本資料の活用をされたい。

　なお、本資料は学習指導案の作成においても十分に参考になるものであるが、形式については埼玉県教育委員会のホーム

ページ内「埼玉県中学校教育課程説明会資料・美術」を参照されたい。
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第２　実践事例
 事例１　　言語活動を充実させ、思考力・判断力・表現力等の育成を図った事例

　自分自身と向き合いながら深く自己の内面を見つめ自画像に表す活動で、教師と生徒又は生徒相互に作品について対
話する場面を設定して言語活動を充実させ、自己の表現に関係する思考力・判断力・表現力等の育成を図った。本活動
を通じて、発想や構想の能力を効果的に高めるとともに、自己肯定感や他者を尊重する態度、コミュニケーション能力
の育成も期待する。

１　題材名　　　自分を見つめてⅠ　－平面表現・自画像－　【第３学年】
　　　　　　　　Ａ表現⑴ 感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想
　　　　　　　　　　　⑶ 発想や構想をしたことなどを基に表現する技能
　　　　　　　　Ｂ鑑賞⑴ 美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞
２　題材について
　「自分とは何だろう」という課題に取り組み、自分自身と向き合いながら深く自己の
内面を見つめて、自画像に表す。中学校生活の思い出や将来への夢や希望、社会と自分
との関わりなど、幅広く感じ取ったことから主題を生みだす。
　また、ハードパステルを使用することで、描いた線等を消したり修正できたりする特
性を生かし、安心感をもちながら表現方法の工夫を行うなどして、主題に合った個性豊
かな自画像に表すことをねらった。
３　目標及び評価規準
⑴　目　標　　自分の姿を表現することに関心をもち、見つめて考えたことを基に表現   
　　　　　　の構想を練り、様々な技法で創造的に表現するとともに、自分や他者の作   
　　　　　　品から、自画像表現のよさや美しさを感じ取り味わう。
⑵　本題材における〔共通事項〕例
　ア　構想する場面では、主題を基に今の自分を表すときに、形や色彩などがもたらす感情や全体のイメージを意識して表
　　現に生かす。
　イ　作品に託した思いや意図について語り合う場面では、形や色彩の特徴を基に、対象のイメージをとらえる。
⑶　本題材における評価規準　◆「努力を要する」と判断される状況(Ｃ)の生徒への支援
　　　　　　　　　　　　　※アンダーラインは〔共通事項〕に関連した内容を示す。

４　指導計画・評価計画（10時間扱い）
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５　生徒の活動と指導と評価の実際　（10時間扱い）
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６　まとめ
⑴　事後の指導
　校内作品展（自画像展）を設定し、全員の作品を展示した。“自分らしさ”に視点を置き、どのように表しているかを見
合う場とした。また、それぞれの作品から作者の心情や意図と創造的な表現の工夫を感じ取れる場とした。
⑵　考　察
　彫塑にも似た可塑性があるパステルを、１年生から段階を経て使うことで、人物画という難しい題材であるにも関わらず、
生徒はリラックスして取り組むことができた。パステルは、描きたい色がすぐに選べる、グラデーションなど微妙な色の変
化も容易に表現できる。また、他の画材とも相性がよく、細かな部分まで描き込むことができる。指先から直に伝わる感触
を楽しみながら描いている生徒が多く見られた。
⑶　今後の課題
　自分らしさを表現するに当たり、じっくりと自分を見つめる時間を確保していきたい。また、教師との対話・生徒間の交
流を密にし、多方面からのアドバイスや情報を共有できる雰囲気づくりを大切にしていきたい。
７　授業づくりのヒント

【ハードパステルのよさ】
　本題材ではハードタイプのパステルを使う。パレットはＡ４の上質紙、その上でパステルを削り粉状にする。その粉
を指先につけて描く。それが生徒にとって、従来の概念を覆すような、
魅力をもたらす。触覚の最先端でもある指先で、直接描く心地よさ、作
品から直に伝わる感触等が制作意欲をくすぐる。さらに形や色にとらわ
れず、自分の思いを最優先して大胆に描くことができるよさが個々の作
品の魅力を醸し出す。
　つけたり、とったりすることが容易であるという粘土のもつ可塑性に
相通じるものが、パステルにある。
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 事例２　　小学校との連携を図った事例

　奥行きのある風景を粘土を使って表す活動で、小学校で学んできた主題の決め方や、材料や用具を振り返る場面を設
定し、小学校の学習内容との連携を図った。本活動を通じて、発想や構想の能力と創造的な技能を一層高めるとともに
抱いたイメージが効果的に実現するような奥行きを表す様々な方法や工夫について学習することを期待する。

１　題材名　　　広がりのある風景～遠近感を学び風景を粘土で表現する～【第１学年】
　　　　　　　　Ａ表現⑴感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想
　　　　　　　　　　　⑶発想や構想したことなどを基に表現する技能
　　　　　　　　Ｂ鑑賞⑴美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞
２　題材について
　遠近感のある風景をテーマに、広がりと奥行きのある空間を、大まかな遠近感や簡単
な立体感の表し方を学習しながら粘土で表す題材である。本題材では、さらにつくり上
げた粘土の風景を着彩することにより、遠近感や立体感を表す色の効果や美しさにも気
付かせるようにする。風景を表現するにあたり、粘土は生徒が適度に抵抗感をもちなが
ら、思いを表現できる材料である。意図に応じて他の材料や用具の生かし方などを考え、
創意工夫して表現できるようにする。
３　目標及び評価規準
⑴　目　標　　粘土を使った遠近感のある表現に関心をもち、記憶の中にある風景や創
　　　　　　造した風景を基に構想を練り、意図に応じた材料で創意工夫して表現する
　　　　　　とともに、自分や他者の作品の遠近感のある表現のよさや美しさを味わう。
⑵　本題材における〔共通事項〕例
　ア　発想や構想の能力を働かせる場面では、大まかな遠近感や空間、簡単な立体感など形や色彩、材料などの表現効果を
　　意識して構想を練る。
　イ　創造的な技能を働かせる場面では、自分の表したいイメージをもちながら表現する。
⑶　本題材における評価規準　◆「努力を要する」と判断される状況（Ｃ）の生徒への支援
　　　　　　　　　　　　　※ アンダーラインは〔共通事項〕に関連した内容を示す

４　指導計画・評価計画（10時間扱い）
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５　生徒の活動と指導と評価の実際　（10時間扱い）
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６　まとめ
⑴　事後の指導
　大まかな遠近感や空間を意識させることは、絵などの表現
にも生かせることを生徒に理解させ、今後の学習に生かして
いけるようにした。
　また、「努力を要する」と判断される状況にある生徒には、
次に生かせるような具体例を示し、意欲を高めるようにした。
⑵　考　察
　小学生の頃から慣れ親しんでいる材料の粘土ではあるが、
系統性と発展性を捉え、生徒個々の表現が広がるようにした。
　さらに、小学校図画工作との連携を深めるために、年間の
活動や関係する題材を図などに表したものなどを作成し、小
学校や中学校に掲示すると良いと考える。
　例えば、小学校の高学年の児童が「中学生になったら、こ
んな学習をするんだ。」という見通しをもつことができたり、
中学生が「小学校でやった、この学習を生かせるな。」など
と振り返りができたりし、児童生徒の意識を高めることにつ
ながっていくと考える。
⑶　今後の課題
　小中の連携を進めるためには、教師同士がまず連携し、相
互に情報を交換したり、学習をつなげたりすることが大切で
ある。効果的な小中連携により、教師が意識する以上に児童
生徒の力を高めることができると考える。
　また、小学校で学習した材料を研究し、生徒がその材料を
発展させて使っていく題材を設定していく必要がある。
７　授業づくりのヒント

【３年間の授業の流れ】
　右は、美術室廊下に掲示してある３年間の授業の流れを示した掲
示物である。生徒はこれを見て、次の課題を確認したり、次の学年
での課題を把握したりすることで、見通しをもつようになる。小学
校にも同様の掲示を行うことにより、中学校の学習を、児童に知っ
てもらうことも小中連携になると考える。
【自分の色】
　１年生の最初に「日本の伝統色」などの中から自分の色を決め、
３年間、自分の作品の中には必ず登場させるようにする。作品の系
統性をもたせるとともに、自分らしさを発揮する手立てとなる。
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 事例３　　我が国の美術や文化に関する指導の充実を図った事例

　墨や和紙、筆を使った表現及び鑑賞の活動で、日本の美術のよさや美しさを具体的な体験を通して得られる場面を設
定し、我が国の美術や文化に関する指導の充実を図った。本活動を通じて、鑑賞の能力の育成とともに、命の尊さや物
を大切にしていくという日本文化の根源的な感覚に触れ、文化を未来に引き継ぐ使命について学習することを期待する。

１　題材名　　　感じて、伝えて墨の力【第２学年】
　　　　　　　　Ａ表現⑴感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想
　　　　　　　　　　　⑶発想や構想したことなどを基に表現する技能
　　　　　　　　Ｂ鑑賞⑴作品のよさや美しさを感じ取り味わう活動
２　題材について
　本題材は、自然や身近な環境の中の美しさや生命感を感じ取る能力の育成を目指
して、和紙に墨や筆を使って水墨画に表すことで、日本の美術のよさや美しさを実
感する題材である。筆や刷毛の動かし方、水のふくませ方を変えて生まれる墨と水
による様々な形や色彩で、自分なりの表現をする。墨が生み出す一瞬一瞬の美しさ
や生命感を鋭敏に感じ取り心豊かに表すことをねらった。
３　目標及び評価規準
⑴　目　標　　対象を深く見つめ感じ取ったこと、考えたことなどを、墨で表現す
　　　　　　ることに関心をもち、墨で描いた形や色彩の効果を生かした心豊かな
　　　　　　表現の構想を練り、自分の表したいイメージをもって表現するとともに、生活を美しく豊かにする日本の美術
　　　　　　や伝統と文化のよさを感じ取り味わう。
⑵　本題材における〔共通事項〕例
　ア　着想や鑑賞の場面では、自然や身近な環境の中に見られる形や色彩、それらがもたらす感情などを理解する。
　イ　発想や構想及び鑑賞の場面では、自分の感じ取った表現したい美しさのイメージをとらえる。
⑶　本題材における評価規準（◆「努力を要する」と判断される状況（Ｃ）の生徒への支援
　　　　　　　　　　　　　※アンダーラインは〔共通事項〕に関連した内容を示す

４　指導計画・評価計画（４時間扱い）
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５　生徒の活動と指導と評価の実際　（10時間扱い）



－ 100 －

６　まとめ
⑴　事後の指導
　水墨画の作品は展示に一手間かかる。和紙を使用しているため、展示に耐えられるよう裏打ちし、できれば表装して和の
展示空間をつくりたい。また、このような取組と同時に日本画や水墨画などの鑑賞にも興味をもたせていきたい。
⑵　考　察
　墨は字を書くものという認識はあっても、絵を描くという認識は薄い。墨で直接下描きもせず一気に描くのは、かなりの
緊張が伴うものである。また、使い慣れない和紙も同様である。しかし、墨による表現が、どこか懐かしく我々の興味をそ
そるのは、私たちの体の中に刻まれている何かがあると考えることができる。墨の色の不思議や、水による効果、さらに無
駄の無い描線は理屈抜きで快い。
⑶　今後の課題
　・墨と筆と水による表現には、生徒や児童が思い切り制作できる場づくりが必要である。充分な準備と心構えをつくりた
　　い。大きなビニルシートやフェルトの下敷きがあるとよい。
　・現在の生活では、日本独自の作品に触れる機会はとても少ない。一般に作品を制作するとしても、どことなく西洋の美
　　術のようになりやすい。こうしたことを考えると、水墨画の表現では、制作と作家作品の鑑賞を並行して行うことが大
　　切と考える。
７　授業づくりのヒント

【水墨画のあかりづくり－楽しさを倍増する水墨画の掲示】
　「あかり」とのコラボレーションを考えた。照明に浮き上がる
墨絵は迫力がある。バックに着彩してもよいし、照明の内側にカ
ラーセロハンなどを重ね貼りすると、くっきりした墨の色とカラ
フルな色のハーモニーができる。
　構想段階から、出来上がりを見通した制作により、『形』から『色』
主体の「あかり」づくりへと発展させ、生活の中の美術の働きや
美術文化への理解を深めるとともに、デザイン題材とすることも
できる。
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 事例４　　環境教育に関する指導の充実を図った事例

　身の回りや社会全体の環境への関心を高めるために、金属を素材として砂型鋳造でペーパーウェイトに表現する活動
で、金属素材が身の回りの環境にどのように生かされているかを考え話し合う活動場面を設定し、美術を通した環境教
育に関する指導の充実を図った。本活動を通じて、金属の特性と用途への関心を高め、金属の特性を生かしたイメージ
などを基に表現の構想を練り、工夫して創造的に表現する能力の育成を期待する。

１　題材名　　　キラリと輝く私のカタチ
　　　　　　　　～砂型鋳造によるペーパーウェイトの制作～【第2学年】
　　　　　　　　Ａ表現⑵目的や機能を考えた発想や構想
　　　　　　　　　　　⑶発想や構想したことなどを基に表現する技能
２　題材について
　本題材は、目的や機能を考えた発想や構想の能力、発想や構想したことなど
を基に創造的に表現する技能を高めることを目指して、ずっと大切にもってい
たいと思える「私の願い」を、砂型鋳造で金属のペーパーウェイトに表す題材
である。
　素材との出会いである導入時に、金属の特性や魅力について話し合うことで、
金属が様々な身近な環境で活用されていることや、生活を豊かにするデザイン
の素材として重要であることなど、環境教育の視点にも触れるようにする。形
を構想する段階では、効果的な学習にするために、描くアイデアスケッチだけ
ではなく、粘土による立体アイデアスケッチを行う。
　自身の発想が描かれたスケッチ、粘土でのスケッチ、発泡スチロールでの型、
そして金属へと、自分の手がけた造形が徐々に変容していくことで生徒にとっ
ては驚きや感動を味わわせることができる。完成した作品は素材の魅力を生か
した生活を豊かにする一つの道具となる。表現を通して美術のもつ力が、生活
環境の中で生かされていることを実感できる題材である。
３　目標及び評価規準
⑴　目　標　　金属の特性と用途を考えた表現に関心をもち、金属の特性を生かしたイメージなどを基に表現の構想を練り、
　　　　　　表現方法を工夫して創造的に表現する。
⑵　本題材における〔共通事項〕例
　ア　発想や構想する場面では、金属及び発泡スチロールという材料の性質を意識して考える。
　イ　創造的な技能を働かせる場面では、形の特徴などを基に、対象のイメージをとらえる。
⑶　本題材における評価規準　◆「努力を要する」と判断される状況（Ｃ）の生徒への支援
　　　　　　　　　　　　　※アンダーラインは〔共通事項〕に関連した内容を示す

４　指導計画・評価計画（８時間扱い）
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５　生徒の活動と指導と評価の実際　（10時間扱い）
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６　まとめ
⑴　事後の指導
　つくり上げた作品を生活の中で
実際に使っている写真と、使って
みた感想をワークシートにまとめ、
それを掲示し、鑑賞できるように
した。作品を実際に活用してみることで、作品が私たちの生活をより豊かなものにすることに気付かせ、身の回りの環境を
「美術の視点」で考えるきっかけとなるようにした。
⑵　考察
　金属という身の回りの生活環境に溢れている素材に注目することで、美術への関心や意欲が非常に高まることを実感した。
また、ペーパーウェイトとしての機能だけでなく、素材の特性や鋳造という制作方法から、形や大きさなど様々な条件が要
求されるが、具体的な形を考えながら生み出していく学習となった。生徒は発泡スチロールでつくりあげた型が金属に変容
することに大きな感動を感じることができた。実際に使用してみることで美術の視点を通して、改めて生活環境を豊かにし
ていくことの大切さに気付くことができたのではないかと考える。今後も社会の中で生かすことのできる力を、美術を通し
て高めていきたい。
⑶　今後の課題
　今回は「私の願い」をテーマにして主題を生み出すことに多くの時間をかけたため、長時間の題材となった。よりシンプ
ルなテーマにすることで、素材とのふれあいを重視した創造体験となるのではないかと考える。年間指導計画の中でバラン
スをとることができるよう題材の配列も意識していきたい。
７　授業づくりのヒント

【制作記録ノートによるポートフォリオ】
　長時間の題材の場合、制作記録ノートを作成し、
アイデアスケッチなどすべてをポートフォリオにし
ている。生徒はその時間で発見したことや学んだこ
とを文章等で記録している。生徒にとっては学びを
積み上げ、見通しをもつことにつながるとともに、
教師にとっては過程を評価する大切な資料となる。

　＜その他の生徒の作品＞
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 事例５　　家庭や地域社会との連携を図った事例

　近隣大学の学生の美術作品を鑑賞する活動を通して、作者である大学生と一緒に、作品について感じたことや思った
ことを語り合ったり、作品に込められた心情や意図を理解したりする場面を設定し、地域社会との連携を図った。本活
動を通じて、多様な表現内容や表現方法を鑑賞し、鑑賞の能力を高めるとともに、美術へのあこがれや自らの人生や生
活を豊かに創造する意欲・態度をもつようになることも期待する。

１　題材名　　　ＬＩＶＥ　ＡＲＴ　～○○中美術館～【第３学年】
　　　　　　　　Ｂ鑑賞⑴美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞
２　題材について
　本題材は、作品や他者との対話を通して、①作者の心情や意図と創造的な表現の工
夫などを感じ取り、見方を深める　②自分の価値意識をもって批評し合うなどして美
意識を高め幅広く鑑賞する学習である。直に作品と対峙し、作品のよさや美しさを感
じ取るとともに、作者の真剣な思いに触れることで、表現することや表現する人に対
して興味や関心をもち、自己の表現活動や生き方について考えることをねらった。
３　目標及び評価規準
⑴　目　標　　近隣大学生の作品の鑑賞活動に関心をもち、造形的なよさや美しさ作
　　　　　者の心情や意図、創造的な表現の工夫などを感じ取り、自分の価値意識
　　　　　をもって味わっている。
⑵　本題材における〔共通事項〕例
　ア　作品等に対する思いや考えを話し合い、対象の見方や感じ方を広げる場面で　
　は、作品を構成している造形の要素や形、色彩などから生じる感情を理解する。
　イ　作品などに対する思いや考えを話し合い、対象の見方や感じ方を広げる場面で  
　は、形や色などの特徴に着目して感じ取ったり、作品の全体的なイメージをとら
　えたりする。
⑶　本題材における評価規準（◆「努力を要する」と判断される状況（Ｃ）の生徒への支援）
　　　　　　　　　　　　　※アンダーラインは〔共通事項〕に関連した内容を示す

４　指導計画・評価計画（１時間扱い）

※本題材では、活動全体を通して道徳教育１－（５）、２－（５）の内容の充実を図る。
※ファシリテーターとは、グループの活動が円滑に行われるように問題解決・合意形成・学習を促進する支援者を示す。
５　生徒の活動と指導と評価の実際（１時間扱い）
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６　まとめ
⑴　考察
　本活動では教師から生徒への一方向の知識の伝達ではなく、教師、大学生、そして生徒間の多方向の学び合いが随所で見
られた。個に応じた学びがあり、生徒のもつ能力の高さにも改めて気付くことができた。また、本活動は、学校全体の協力
を得て実施し、多くの教員や保護者、地域の方が美術の授業に関心をもって参観した。生徒の新たな一面を見る一方で、自
らも作品を鑑賞し、見方の変化や深まりを体感したとの声が多く聞かれた。この授業では大学と連携したことや広く授業を
公開したことによって、地域の教育力の活用と育成にも手応えを感じる活動であった。
⑵　今後の課題
　学校、学年に合った活動を工夫しながら、活動を定着させていくことが課題である。生徒の実態に合った活動を工夫して
いきたい。
７　授業づくりのヒント

【“協働”の視点】
　外部の方と連携した題材を設定することは、なかなか難しい。本題材も授業内容の打合せや、学校内外の調整に時間
を要した。しかし、地域の教育力の活用によって、美術教師一人では伝えきれない多くのことを、様々な角度から伝え
ることができた。このような活動をさらに授業に取り入れていく必要性があると感じた。
　ただし、外部の方に来てもらうだけでは、高い教育効果は期待できない。学習のねらいを明確にすることと、他者や
社会を意識し共に生きる“協働”の視点をもち、生徒はもとより、協力してくれる外部の方や学校、教師にとって、互
いに得るものがあり、学び合うことができる授業づくりをすることが大切である。
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 事例６　　美術の表現の可能性を広げる題材事例

　造形要素としての光に注目し、身近な自然の材料や、地域で入手しやすい材料を組み合わせて、感光紙を用いて、フォ
トグラムに表す題材である。特別な機材、材料、設備を必要としない上に、いろいろな工夫ができるので、生徒や学校
の実態に合わせることが可能である。制作によって身近にあるものの素材の形の面白さや、美しさ、光の効果を再認識
し、発想や構想の能力や鑑賞の能力を一層高めることを期待する。

１　題材名　　　影で描こう！私の世界！【第２学年】
　　　　　　　　Ａ表現⑴感じ取ったことや考えた事などを基にした発想や構想
　　　　　　　　　　　⑶発想や構想をしたことなどを基に表現する技能
　　　　　　　　Ｂ鑑賞⑴美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞
２　題材について
　本題材は素材の形に着目し、写真のもつ即物的な特性から、発想や構想の能力や鑑
賞の能力を高めていく題材である。今日、デジタルカメラやカメラ付携帯電話などの
普及により、飛躍的に写真を用いた表現が多様化している。誰もが気軽に写真を撮れ
る環境の中、学校現場でも写真を題材にした授業実践が多く行われている。今回扱う
フォトグラムのための感光紙は、主に建築図面のトレースに使われ、熱で現像できる
手軽なものである。
３　目標及び評価規準
⑴　目　標　　身近にあるものの素材の形の面白さや、美しさ、光の効果をフォトグ
　　　　　　ラムに表すことに関心をもち、自分の表したいテーマに合わせた構想を
　　　　　　練り、組み合わせや光の明暗を工夫して表現するとともに、自他の作品
　　　　　　からフォトグラム表現のよさや美しさを感じ取り味わう。
⑵　本題材における〔共通事項〕例
　ア　発想や構想の場面では、形や色彩、材料、光などの性質や、それらがもたらす感情を理解する。
　イ　創造的な技能を働かせる場面では、形や色彩の特徴などを基に、対象のイメージをとらえる。
⑶　本題材における評価規準　◆「努力を要する」と判断される状況（Ｃ）の生徒への支援
　　　　　　　　　　　　　※アンダーラインは〔共通事項〕に関連した内容を示す。

４ 授業計画・評価計画(５時間扱い)

５ 生徒の活動と指導と評価の実際
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６　まとめ
⑴　事後の指導
　一つの作品が出来るまでには沢山の過程があるので、作品展示ではワークシートや作品に至るまでの過程の作品も同時に
展示すると学びの成果を確認できる。
⑵　考　察
　フォトグラムは何度も撮影を繰り返すことで、面白い効果や意外な表現方法を見付け、徐々に主題を生み出していくこと
ができる表現方法である。現像した作品を黒板に貼り、他者の作品を鑑賞できる環境をつくると、アイデアを共有でき、一
層作品制作に挑戦していく意欲を高める環境をつくることができる。
⑶　今後の課題
　不透明な素材の上に素材を重ねてしまう生徒もいるので、不透明、透明の素材で得られる影の
効果をＯＨＰ等で確認することも必要である。
７　授業づくりのヒント

　１時間で５枚ほど撮影を行う生徒もでてくる。その時、１枚目から完成した作品までの過程を残しておくことが大変
重要である。その手立てとして、１時間ごとにつくった作品の裏に日付と露光時間、工夫点、使用した材料などを記録
させ、次につながるようにする。１枚の完成作品だけを見ると簡単にできてしまうと思いがちであるが、そこに至るま
での試行錯誤が特に重要であり、その面白さを他の生徒とも共有させたい。


